
 

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和 6年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①幅広い進路希望 

に対応できるよう 

教育課程の継続的 

見直しを行う。 

②進路実現の基盤 

として、自らの学 

習を管理して主体 

的・対話的で深い 

学びを実践する力 

を育成する。 

③探究的な学びを 
通じて課題発見
力・解決力の向
上、自己肯定感の
高揚、社会を生き
抜く力の育成伸長
を図る。 

①多様な進路実
現に向け、将来
を見据え、体系
的に科目選択が
できるような履
修指導を組織的
に行い、進路指
導 に 接 続 さ せ
る。 
②進路の実現に
向け自らの学習
に継続して取り
組み、主体的・
対話的で深い学
びを育む授業づ
くりを推進する
ことで、授業改
善 へ と つ な げ
る。 
③探究的な学び
を通して、課題
発見力・解決力
の向上が図れて
いるかを「生徒
に よ る 授 業 評
価」の内容を工
夫する。 

①多様な進路実現に

向けて主体的な科目

選択ができるよう、

履修指導の在り方に

ついての共通理解を

もって指導を進め、

組織的な履修指導を

行う。 

 

②スケジュール帳等

を活用し、自らの学

習を管理し、学習意

欲・知的好奇心の向

上に向けた取組を推

進する。 

 

③主体的・対話的で

深い学びを実現する

ために普段の授業改

善に取り組み、「生

徒による授業評価」

の実施方法を工夫す

る。 

①幅広い選択科目の中
で進路の実現に向けた
履修指導を実施するこ
とができたか。 
また、講座数や時間割
の調整を通じて生徒の
主体的な進路選択を保
障 す る こ と が で きた
か。 
 
②進路の実現に向け、
スケジュール管理を推
進し、生徒一人ひとり
が「自己調整学習」へ
の理解を深めることが
できたか。 
 
③探究的な学びを通じ
て、「主体的・対話的
で深い学び」を実現で
きているか「生徒によ
る授業評価」により認
識させることができた
か。 

①教育課程説明会や各担
任、各教科の先生方から
生徒一人ひとりが自らの
進路に向けた科目を履修
できるよう、履修指導を
一貫して行うことができ
た。 
 
②進路の実現に向け、ス
ケジュール管理をグーグ
ルカレンダーを利用し、
自らが学習できる時間を
効率よく考えることがで
きるようになった。ま
た、自己調整学習に向け
た理解度を上げることが
できた。 
 
③主体的・対話的で深い
学びに関する評価の研修
会を実施し、授業の中で
改善を図り、授業に対す
る意欲を高めることがで
きた。 

①選択科目を設定する中
で閉講をせざるをえない
状況や選択者が溢れ、抽
選になった科目もあるの
で、選択枠の調整は来年
度以降の課題であると考
える。 
 
②スケジュール管理だけ
ではなく、「自己調整学
習」には自らの意欲を高
めることも必要となって
くると考えるので、授業
内での興味関心を高めら
れるような導入部の改善
を考えていきたい。 
 
 
③生徒評価の振り返りを
各教科の先生方が行い、
分析し、課題発見力・解
決力を向上させるような
授業が行えるような働き
かけをしていきたい。 

①履修指導の徹底とキ
ャリア教育の両輪を併
せて力を入れており、
本校の進むべき方向性
がしっかりと意識され
ていることを確認し
た。 
②「調べ学習に終わら
せない、その先を追究
する」指導が定着しつ
つあり学校の進歩を感
じた。この流れをぜひ
進めてほしい。 
②現在進行している教
育改革の中で、授業改
革は喫緊の課題だが、
有志の検討会や相互の
授業見学を機能的に設
定する戦略が、全体の
授業改善ドライブへと
意識されており、今後
の進展に期待が持て
る。 
②アンケートでは、本
校の教育に対する満足
度が、9 割を超してい
る。これは本校開校以
来の良い数字である。 

①新教育課程がグラン
ドデザインやスクール
ポリシーを実現できる
かの再検証及び、新た
な設置科目の提案や、
現在ある科目の位置づ
けの確認作業なども終
了した。履修指導が進
路実現につながるよ
う、更なる強化を図る
必要がある。 
②③新学習指導要領に
謳われる新学力観を取
り入れた授業展開や学
習評価に取り組むべ
く、年間の定期テスト
を３回とし、授業中に
おける取組の様子を最
大限に評価の対象とし
た。新学力観に基づい
た授業を実現させる組
織的な授業改善がさら
なる課題である。 

①将来を主体的に選択さ
せるために、適切な履修
指導をする。情報共有を
組織的に行い、履修指導
の在り方について全職員
の共通理解を図る。新教
育課程の学力観や、観点
別評価について、全職員
が学べる機会を確保する
ための研修を適宜行う。 
②③指導と評価の一体化
の推進を継続して行い、
授業改善へとつなげる。
また、授業改善がどの程
度進んだかをアセスメン
トする「生徒による授業
評価アンケート」につい
て、信頼性のあるデータ
となるように取り方を引
き続き工夫していく。 

２ 

(幼児・児
童・) 
生 徒 指
導・支援 

①一貫した生徒指 

導に加え、すべて 

の教職員が高い支 

援意識を持ち、多 

様な特性を理解し 

確かな支援につな 

げる体制を構築す 

る。 

②学校行事、部活 

動等への主体的な 

取組を促し、豊か 

で活力ある学校生 

活を創出する。 

③グローバルな視
野と高い人権意識
を身に付け、多文
化共生社会の実現
に貢献できる人材
を育成する。 
 
 

①全職員が生徒
支 援 意 識 を 持
ち、SC や SSW、
教育相談コーデ
ィネーター、養
護教諭との連携
を密にして個別
支援の充実・向
上を図る。 
②生徒が中心と
なり、他者と協
力して諸活動を
創造できるよう
支援する。 
③生徒同士が互
いの文化を理解
し思考の多様性
に気付くことが
できる教育の場
面をつくる。 

①基本的生活習慣の 

確立、情報リテラシ 

ー及びモラルの向上 

を図る。 

①すべての教職員が 

高い支援意識を持ち 

学校生活のあらゆる 

場面で生徒の発信を 

逃さない強固な支援 

体制を構築する。 

②長期的視点に立ち 

計画的に生徒の主体 

的活動を支援する。 

③「知る・つなが
る・創る」という多
文化共生の理念を具
体化する。 

①昨年度と比較し、病
気や通院以外の遅刻や
欠席数が減少したか。 
 
①教職員同士で生徒の
変化等を察知・情報共
有をし、必要に応じて
Ｓ Ｃ や Ｓ Ｓ Ｗ に 繋ぐ
等、適切な支援ができ
たか。  
②部活動等の機会に、
生徒が中心となり、他
者と協力して諸活動を
創造できるよう支援す
ることができたか。 
   
 ③ＬＨＲ等を活用し、
各年次にあわせた多文
化共生推進教育プログ
ラムを展開することが
できたか。 

①全職員が生徒に対して積
極的に関わりを持ち、変化
を敏感に察知し、情報の共
有や必要に応じてＳＣやＳ
ＳＷに繋げることができ
た。ＳＣやＳＳＷと適切な
連携をとることができた。 
②生徒が中心として活動を
進めていけるよう、目標や
スケジュールを示し、先の
見通しを立てて、活動させ
ていくことが多くの場面で
できた。 

①かながわ子どもサポー
トドックの活用方法より
効果的にする方策を考
え、よりよい生徒支援を
行っていくことができる
ようにすることが課題で
ある。 
 
②他者と協力して、活動
を進めていくこと、多く
の仲間を巻き込み諸活動
を進めていくことが課題
である。 

①生徒のＳＯＳの積極
的な受信に加えて、サ
ポートドックを有効に
機能させた。生徒のち
ょっとした変化をも全
体でキャッチしようと
している姿勢はとても
好ましい。配置の充実
が見られるＳＣ、ＳＳ
Ｗとの協働を行い、今
後とも生徒の困り感を
把握していただきた
い。 
②生徒が主体的な行事
の運営については粘り
強く追及してほしい。 
③多文化共生のコンセ
プトが深められる方向
に進んでいる。県内で
最も進んでいるとの評
判がある。外国に繋が
りのある生徒の自己肯
定感を高めていただき
たい。 

①支援を必要とする生
徒をスクールカウンセ
ラーにつなげ、さらに
必要に応じてスクール
ソーシャルワーカーと
の適切な連携を図るこ
とができた。 
②スポーツ大会では、
生徒だけで企画、運営
ができたが、全体の進
行を見通しての運営が
十分でなかった。適時
の支援態勢が課題であ
る。 
③国際交流では、今後
も日本語指導者や多文
化教育コーディネータ
ーと連携を図り、生徒
の自己表現の場を模索
したい。 

①年度初めに教育相談体
制について周知する。
SC、SSWと連携した個別の
支援をより積極的に行え
るよう、校内体制を整え
る。 
①全職員が生徒支援の意
識を持って生徒の変化に
対する感度を高め、それ
を支援につなげる。 
②行事等で失敗も有益な
教育であると生徒、教員
で共有し生徒の積極的姿
勢を引き出す。 
③国際フェスタを更に国
際交流委員会を中心とし
た企画へと推進する。多
文化共生、国際理解を提
唱する存在として、本校
独自の取組を進める。 

３ 
進 路 指
導・支援 

①「キャリアⅠⅡ 

Ⅲ」での一貫した 

キャリア教育を推 

①②基礎学力の
向 上 を 図 り つ
つ、多様な学び
を生かした指導

①「キャリアⅠⅡⅢ 

」での各種取組が継 

続性・発展性を持つ 

①②３年間を一貫する
キャリア教育プログラ
ムを検討できたか。 
①②自分自身の視野を

①１年次において、次年度
からの課題研究にもつなが
る上級学校の「自ら問いを
立てる」「協働する力」な

①課題に対して、どのよ
うにすれば、深く考える
ことができるのか、その
方法も継続的に学ばせる

生徒アンケートより、
総合学科としての教育
が成就していると評価
できる。 

①②校外学習や高大連
携などの講座に、積極
的に参加した。校外学
習の有益性を強く説き

①②課題研究を効率的に
行うためには、他者との
対話の機会拡大が必要で
ある。また、探究的な学



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 6年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

進し、校内外での 

多様な学びと体験 

を通じて自分の在 

り方・生き方に対 

する自覚を深めさ 

せる。 

②「課題研究」で
の探究活動を充実
させ、計画性を持
って課題に取り組
み、自らの興味・
関心を追究するこ
とで進路実現・自
己実現を目指す。 

に学校全体で取
り組む。 
②課題研究のテ
ーマ設定を大切
にし、調べ学習
に留まらない課
題研究の取組を
より充実したも
のにする。 
②自分の適正に
合った最適な進
路先や受験方法
を選択する力を
つけさせるため
の指導体制を充
実させる。 

よう系統的なキャリ 

ア教育を計画・実践 

する。 

①キャリアパスポー 

トで自分自身を振り 

返る。 

②探究の手法を理解
し、テーマに対する
自らの仮説を他者に
対して根拠を持って
論理的に説明できる
力を身に付けさせる
指導を実践する。 
②生徒の視野を広げ
るための説明会や講
演会を外部機関も積
極的に活用しながら
実施する。 

広げたり、振り返った
りする機会を多く設定
することができたか。 
②探究の時間において
は、他者との意見交換
や対話の場を設けるな
ど、テーマや探究内容
を深化させるためのア
プローチができたか。 
 
 

どの以下らを育成する主体
的学習のプログラムを実施
した。 
①キャリアパスポートの様
式や時期を変更し、実施
し、自分自身の振り返りの
機会を多く設定することが
できた。 
②説明会や講演会の機会は
例年度並みに実施できた。
探究の進め方を工夫し、自
らの課題や現状を理解しや
すいアプローチをすること
ができた。 
②小グループで探究活動を
展開することにより、意見
交換や他者の話を聞く場面
が増えた。 

必要がある。 
①学習の振返りとのすみ
わけやキャリアパスポー
トを記入させる際の教員
の伝え方やサポート方法
も整えていく。 
 
②担当者同士で探究の進
め方を意見交換しながら
より充実したアプローチ
方法を研究していく。 
 
②他者との意見交換や対
話の場を設けることがで
きるような探究活動のス
ケジュール作成に努め
る。 

①3 年間の一貫したキ
ャリア教育の観点につ
いては課題把握に留ま
ったようだが、次年度
はこの課題の検討を進
めていただきたい。 
①生徒が主体的に自分
のキャリアを考える機
会を今後とも提供して
ほしい。 
②「課題研究」が「調
べ学習にとどまらない
ようにする」という流
れが生まれてきたこと
を評価したい。 

積極的に校外学習に参
加するよう推進してい
く。 
①②「課題研究」の研
究テーマの決定をどの
ようにシステム化する
かが課題である。 
③大学進学者が例年よ
り増加した。総合型で
の合格率が増加した。
生徒が自らをアピール
する形での進路実現に
は、３年間を通じた指
導体制の構築が必要で
ある。 

びを実践することで進路
選択の幅が広がることか
ら課題研究の充実を図
る。 
③目標や適性を自覚さ
せ、最適な進路先や受験
方法を選択する力を付け
させる。奨学金等の利用
を含め、進学後の経済的
な援助に繋げていく。 

４ 
地域等と
の協働 

①インターンシッ 

プ等への参加を促 

し、地域社会が持 

つ教育力を積極活 

用してキャリア形 

成意識の向上を図 

る。 

②地域との交流を
推進し、地域の課
題に目を向け、そ
の解決を図ろうと
することで、豊か
な人間性や社会性
の涵養を図る。 

①組織的なボラ
ンティア活動や
地 域 貢 献 に 努
め、地域に対す
る感謝の意識を
育む。また、地
域への情報発信
や地域からの情
報収集を積極的
に行い、連携を
強化する。 
②防災教育や防
災研修、防災訓
練を継続的に行
うことで学校全
体の防災意識を
高める。 

①総合学科の特性を 

生かして、生徒が主 

体的・計画的に地域 

活動に参加できる体 

制を構築する。 

①多様な活動を保障 

するため他校種や行 

政機関との連携を強 

化する。 

②地域の防災活動や
美化活動への主体的
参加を促す。 

①②インターンシップ
や学校外での学修に参
加する生徒が増加した
か。その結果、参加し
た生徒の地域社会の課
題等を自らの課題とと
らえる意識が高まった
か。 
 
②校内での防災教育お
よび防災研修を継続的
の 行 う こ と が で きた
か。学校全体の防災意
識を高めることができ
たか。 

①学校外での学修について
は、今年度も多く生徒が参
加した。インターンシップ
に関しては数名にとどまっ
た。 
 
②校内での防災教育は雨天
のため教室で行った。各年
次で地域清掃を行い、地域
の美化に貢献することがで
きた。環境整備事業では、
保護者と協力して美化活動
を実施することができた。
数年ぶりに職員向けＤＩＧ
研修を実施することができ
た。 

①今後も継続して学校外
の学修に参加できるよう
に、参加先を広げたり、
アナウンスの方法を工夫
したりしていく。 
 
②地域清掃と地域の防災
活動を同時に実施できな
いか、検討していく。 
（例えば、生徒向けのＤ
ＩＧ研修を実施して、地
域清掃時に危険箇所を確
認してまわる、など） 

①近隣の要請に応えて
小学校との交流をふか
め、子ども達と勉強や
遊びを通じたコミュニ
ケーションの場を作っ
た。今後ともこうした
機会を利用して学校外
における体験ができる
機会を作っていただき
たい。 
①校内清掃活動がＰＴ
Ａの協力も得て楽しい
イベントとして復活実
施できたことはとても
良かった。 
②避難所開設も視野に
入れた防災訓練の検討
も進められたい。 

①新型コロナの収束に
伴いボランティアや地
域と活動する機会が増
えた。 
①赤い羽根共同募金の
校外募金活動が実施で
きた。個人のボランテ
ィア参加が課題であ
る。 
②防災訓練の中で、生
徒への防災意識を高め
る活動ができた。 
②東日本大震災時に幼
少期で、震災を実感し
づらい生徒が入学して
くる。防災訓練等で継
続的に防災意識を高め
る必要がある。 

①ボランティア活動や地
域貢献活動に参加できる
声掛けとボランティアに
関する情報を積極的に生
徒へ提供し、参加を促
す。 
①福祉厚生委員にも参加
を要請し、ボランティア
に 関 す る 情 報 発 信 を
Google Classroom を利用
して強化する。 
②防災訓練が形だけの訓
練とならないように企画
を立て、実践的な工夫を
凝らして計画実施する。 
②防災用品は１年単位で
はなく数年単位で計画的
に購入、更新を行う。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①業務の抜本的見 

直し、ICT 化等の 

業務改善に組織的 

に取り組み、生徒 

と向き合う時間の 

拡充を図る。 

②ハラスメントの
ない職場づくりを
実現し、職場の心
理的安全性を高
め、教職員のワー
クライフバランス
を推進する。 

①②授業教室の
環境を整備し、
さらにデジタル
化を進めるとと
もに、計画的に
機器や器具刷新
を図る。 
①②より学習活
動に効果的な端
末やアプリなど
を利用し、情報
共有を図り、会
議などの校務の
効率化を図る。 

①②各種取組の目標 

や成果を検証し、業 

務の抜本的な見直し 

を行う。 

①ICT 利活用の促進 

業務分担の見直し等 

を行い、効率的で多 

様な働き方に対応す 

る学校運営を目指 

す。 

②職員間のコミュニ
ケーションを促進
し、安心安全な職場
環境を構築する。 

①②全ての授業教室に
おいて、ICT 環境を改善
するために、状況調査
を踏まえ、機器や器具
の刷新をすることがで
きたか。 
 
①②ICT 利活用を促進す
るための研修等を行う
ことができたか。 
 
①②グループ内やグル
ープ間での業務を見直
し、効率的で多様な働
き方を推進することが
できたか。 

①②授業教室および職員室
のネットワーク環境工事が
終了し、より安定した ICT
環境のもと、授業等を行え
るようになった。 
 
①②ロイロノートの基本操
作の研修会を開くことがで
きた。次年度よりジャパン
ナレッジスクールの導入を
決定した。 
 
①職員用にネットワークプ
リンタやiPadを導入し、そ
れらを活用した効率的な働
き方を勧めた。 
 

①②次年度以降に導入予
定の電子黒板と、現在あ
るテレビをどのように併
用していくかを事前に検
討していく。 
 
①②新たに導入されるジ
ャパンナレッジスクー
ル、ロイロノート、クラ
スルームのそれぞれの利
活用を推進していく。 
 
①②今年度内のグループ
の業務を見直しが出来な
かったため、次年度の早
い段階で見直しを進めて
いく。 

①ＩＣＴ機器がさらに
充実するのに合わせ
て、利活用についての
研修を進めていただき
たい。 
②総合学科高校の職員
の仕事量の多いことは
大きな課題である。こ
れについて、学校長か
ら負担が増えないよう
に必要度の低い業務を
クラッシュする考えの
あることを確認でき
た。さらに働き方改革
を進展していただきた
い。 
 

①ICT を活用する上で
校内の Wi-Fi 環境は整
ってきている。授業に
おいても ICT を使用す
る機会が着実に増え
た。一人一台PCを使用
する上で Wi-Fi 環境に
ついて再確認をした
い。 
①②ICT の使用頻度が
高くなるにつれ、ICT
環境改善の要望も高ま
る傾向にある。また、
ICT を利用しやすい整
備を進めていく。 
②職員会議等でデジタ
ル化やペーパーレス化
が実践されつつある。 

①ICT機器の整備、それぞ
れの機器の使用頻度や活
用方法等を確認する。ま
た、常にオンラインを用
いる教室の環境を整備
し、計画的に機器の購
入、更新を行う。 
②職員の服務に関する申
請入力については、デジ
タル化を推奨する。 
②マニュアル等はデジタ
ルデータにまとめ、紙で
の印刷を減らし、閲覧を
追求する。 
②デジタル化、ペーパー
レス化を推進し、会議の
効率的運営を進め、働き
方改革につなげる。 

 


